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教育推進機構久保田彩乃特任助教が 
日本メディア学会第 11 回『優秀論文賞』を受賞 

 

 教育推進機構久保田彩乃特任助教が、日本メディア学会第 11 回優秀論文賞

を受賞しました。同賞は機関誌『メディア研究』に掲載された論文の中から隔

年で、将来性に富む優れた研究論文に対し顕彰するものです。2020 年度に行っ

た避難先で生活し仮設校舎に通う小学生とのメディア実践が「特殊な環境下に

おける継続的・双方向的なメディア教育の実践報告として貴重な価値を有して

いる」と評価されました。 

 

 

 日本メディア学会（旧・日本マス・コミュニケーション学会）では、機関誌『メ

ディア研究』に掲載された論文の中から、将来性に富む優れた研究論文に対し優

秀論文賞の授与を隔年で行っています。第 11 回（2023 年度）は久保田特任助教

を含む 3 名が表彰されました。 

 今回、久保田特任助教が受賞した研究論文は「メディア制作を通じた子どもの

『地域とのつながり』認識の変容に関する研究―福島県富岡町の小学生による

実践事例から」です。幼い頃に震災・原発事故による避難を経験し仮設小学校に

通う小学5年生との映像作品制作の実践から、避難元地域を知らない子どもが、

実践を通じて「富岡町と自身のつながり」をどのように認識していくのかを明ら

かにした実践研究です。「特殊な環境下における継続的・双方向的なメディア教

育の実践報告として貴重な価値を有している」点、また今後の社会に対するアク

ションを伴う新たな研究実践であるという点が評価されました。 

東京都武蔵野市の成蹊大学にて開催された日本メディア学会2024年春季大会

において、令和 6 年 6 月 15 日に表彰式が行われました。震災・原発事故を扱っ

た研究論文、また福島大学の受賞は初となります。 
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以下、授賞式当日の様子です。こちらの画像を使用されたい場合は、久保田まで

お問い合わせください。（画像は日本メディア学会から提供されています） 

 

 
 
 

（お問い合わせ先） 

教育推進機構・特任助教 久保田彩乃 

電 話：024-503-3416 

メール：r416@ipc.fukushima-u.ac.jp 

 



本件概要

◆学会：日本メディア学会

◆受賞：第11回日本メディア学会優秀論文賞
受賞者3名
機関誌『メディア研究』に掲載された論文の中から
隔年で、将来性に富む優れた研究
論文に対し顕彰するもの

◆表彰式：2024年6月15日（土）
日本メディア学会2024年春季大会
＠成蹊大学



論文概要

◆論文タイトル
メディア制作を通じた子どもの「地域とのつながり」認識の変容に関する研究
—福島県富岡町の小学生による実践事例からー

◆掲載
日本メディア学会誌「メディア研究 101」2022 年, 101巻, pp.195-214.

◆概要
富岡町の仮設小中学校「富岡小中学校三春校」の2020年度小学5年生2名と
共に、学校のアーカイブ記録映像作品制作を実施。その制作過程において、対象
児童らが富岡町と自身のつながり（関係性や結びつき）をどのように認識し、またそ
れがどのように変容したかを授業内発言やインタビュー等から質的に明らかにした。

DOI： https://doi.org/10.24460/jamsmedia.101.0_195



講評・評価点

◆講評

3.11後の長期にわたる避難生活の結果、避難元の自治体の記憶を持たぬまま育った子どもたちがいる。
そうした子どもたちを対象としたメディア実践に取り組み、メディア制作を通じた調査対象者の変容を描く本論文は、
特殊な環境下における継続的・双方向的なメディア教育の実践報告として貴重な価値を有している。
また、社会に対するアクションを伴う新たな研究実践である点を評価する。

◆評価頂いた点

・震災・原発事故後の長期避難に伴う仮設校舎とそこに通う子どもたちの在り方の変化を、継続的なメディア実践教育の
観点から明らかにしたという点

・今後の社会に対する応用実践・研究の可能性 ⇒「福島を教訓に」


